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令和５年第７回定例教育委員会会議議事録 

 

会議室６０１・６０２ 

令和５年６月28日(水) 

15時45分～16時50分 

 

出 席 委 員 

教  育   長                           安 原 敏 光 

 

教育長職務代理者            高 橋 正 明 

 

       委    員               田 原 知 江 

 

委    員              小 野 武 也 

 

委    員              京 楽 千恵美 

 

事  務  局 

教育部長                木 村 敏 男 

 

次長兼教育振興課長           石 原 洋 

 

       学校給食課長              沖  克  哉 

 

学校教育課長              山 森 一 徳 

 

次長兼生涯学習課長           門   康 樹 

 

スポーツ振興課長            平  田  潔 

 

文化課長                  中 川 卓 司 

 

       書記 教育振興課総務企画係長      大 村 寿 行 

 

       書記 教育振興課主事          峰 松 沙 那 
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議      題 

三教委議第29号 社会教育委員の委嘱について（非公開） 

三教委議第30号 社会教育委員の任命について（非公開） 

三教委議第31号 三原市公民館運営審議会委員の委嘱について（非公開） 

三教委議第32号 三原市公民館運営審議会委員の任命について（非公開） 

三教委議第33号  三原市文化財保存活用協議会委員の委嘱について（非公開） 

三教委議第34号 三原市文化財保存活用協議会委員の任命について（非公開） 

三教委報第11号 令和５年度第４回市議会定例会に提出の教育委員会関係議案に対 

する意見聴取に係る臨時代理の承認について（公開） 

三教委議第12号 令和５年度第４回市議会定例会に提出の教育委員会関係議案に対 

する意見聴取に係る臨時代理の承認について（公開） 

三教委報第13号 会計年度任用職員の任用に係る臨時代理の承認について（非公開） 

三教委報第14号 県費負担教職員の任免及び懲戒その他の進退に係る内申の承認に 

ついて（非公開） 
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安原教育長 令和５年７回定例教育委員会会議を始める。 

市議会の任命同意を経て，新たに５月21日に京楽千恵美委員が任命され，本日の会議か

ら出席をいただいている。議席については，三原市教育委員会会議規則第６条の規定に

より，教育長が定めることとなっているので，議席の指定を行う。１番 高橋教育長職務

代理者，２番 田原委員，３番 小野委員，４番 京楽委員とする。 

本日の議事録署名委員は高橋委員と小野委員にお願いする。 

それでは，令和５年第６回定例教育委員会会議の議事録の朗読を簡潔にお願いする。 

書記（令和５年第６回定例教育委員会会議の議事録を簡潔に朗読） 

安原教育長 議事録を承認してよろしいか。 

（一同承認） 

安原教育長 議事録の承認については，以上である。 

 

安原教育長 それでは，議事に入る。本日の議案，報告事項のうち「三教委報第11号」

から「三教委報第12号」までを公開とし，それ以外は人事案件等であり，公開になじま

ないため，非公開として審議したいと思う。審議の進め方については，公開案件を先に

審議し，その後，非公開の案件の順に審議したいと思うが，よろしいか。 

（一同承認） 

安原教育長 それではそのように取り扱う。それでは「三教委報第11号」について，事

務局から説明願う。 

石原次長兼教育振興課長 ６ページ三教委報第11号「令和５年度第４回市議会定例会に

提出の教育委員会関係議案に対する意見聴取に係る臨時代理の承認について」説明しま

す。令和５年６月13日に開会の令和５年第４回市議会定例会に提出の教育委員会関係議

案について，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定により市長から意

見を求められ，三原市教育委員会教育長に対する事務委任規則第４条の規定により，同

意する旨を回答することについて，臨時に代理したので，報告し承認を求めるものです。

提出の議案は，令和５年度三原市一般会計補正予算のうち，教育委員会関係部分になり

ます。７，８ページには，市長から教育委員会への協議，教育委員会から市長への回答

の鑑文を掲載しています。９，10ページの歳入につきましては，歳出の補正予算書にあ

る各事業の中で，一般財源を除く国庫支出金またはその他特定財源として歳入するもの

を補正予算としています。11ページの歳出について説明します。まず表中最上段の新型

コロナウイルス感染症対応事業費です。事業概要に需用費の賄い材料とあります。これ

は保護者が負担する学校給食の食材費について，価格上昇相当額に係る負担増を公費で

負担することで学校給食の円滑な実施をはかるものです。補正額は，2,400万円になりま

す。続いて，負担金補助及び交付金です。特定教育・保育事業者支援給付金につきまし

ては，市内の私立幼稚園または私立の幼稚園型認定こども園を運営している事業者に対

して支援金を給付することで事業の継続を支援するものです。補正額は，85万円になり

ます。幼稚園等給食補助につきましては，私立幼稚園または幼稚園型認定こども園を運

営する事業者に対して，給食食材費等の価格上昇相当額を支援することで，事業者の負
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担を軽減し，円滑な給食提供を支援するものです。補正額は170万円です。次に表中２段

目の学ぶ力育成事業費です。内容としては，県教委から委託を受けて実施する育ちと学

びをつなぐ幼保小連携事業を実施するために必要な経費を補正するものです。本事業に

より，公立，私立の幼稚園，保育所，こども園といった施設の類型にかかわらず，小学

校との連携や接続がしっかりと図られていくものと期待をしている事業です。補正額は，

30万円になります。次に表中３段目の体力向上支援事業費で補正額は155万4,000円にな

ります。こちらは県教委から委託内示を受けたスポーツ活動体制整備事業を実施するた

めの経費の補正になります。本件では，休日の中学校部活動の段階的な地域移行に向け

て，今年度２種目を追加して，計４種目の実施をする計画です。次に12ページ表中最上

段の施設維持管理費です。こちらは，西部共同調理場の空調設備が故障したことから，

設備改修を行うための経費の補正です。委託料，工事請負費，備品購入費で計2,850万円

の補正になります。次に表中２，３段目の教材備品整備事業費です。２段目が小学校費

で356万円の補正，３段目が中学校費で144万円の補正になります。計500万円になります

が，こちらは三原市にお住まいであった故人の相続人様から，故人の遺志を引き継ぎ，

子育てと教育振興に使用してほしいと１千万円の指定寄附をいただきました。残りの500

万円は，こども部の方で活用されます。次に表中最下段の（仮称）田野浦認定こども園

整備事業で補正額は２億810万円になります。こちらは令和６年４月の開園を目指して準

備を進めている（仮称）田野浦認定こども園の整備について，工事費，備品購入費，そ

の他必要な経費を補正したものです。この（仮称）田野浦認定こども園の整備について

は，現田野浦幼稚園の施設を活用するので，その施設の中で使用できるものは引き続き

使用します。こども園化する上で，０，１，２歳児を受け入れますので，基準上必要な

設備を設置していきます。そういった形で経費を抑えつつ，必要なものを設置してしっ

かりとした運営をスタートできるように準備を進めていきます。続いて，13ページ表中

のスポーツ活動推進事業費になります。こちらは，県教委から委託を受けて実施する地

域スポーツ活動体制整備事業を実施するための経費の補正になります。学校部活動の地

域移行に向け，地域スポーツ活動推進事業で実施している運営団体の委託料を増額し，

ボールやユニフォームを購入することで，地域スポーツ活動の充実を図るものです。補

正額は，44万6,000円になります。表の下の債務負担行為補正の西部共同調理場空調設備

更新事業は，先ほどの補正で説明した西部共同調理場の空調設備の改修について，給食

調理業務を停止させないように２年にわたって工期が必要であることから，今回債務負

担行為補正を行ったものです。地方債の補正については，西部共同調理場の空調設備の

改修に当たって新たに地方債を追加するものです。また変更で義務教育施設整備債の補

正額が１億8,330万円とありますが，こちらは，（仮称）田野浦認定こども園の整備にあ

たり，公共施設適正管理推進事業債を活用するために，義務教育施設整備債の額の変更

を行ったものです。 

安原教育長 説明を受けたが，何か質問や意見はあるか。 

（なし） 

安原教育長 以上で本件の審議を終わり，採決に移る。「三教委報第11号」について承

認することに異議はないか。 
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（なし） 

安原教育長 全員賛成と認める。よって「三教委報第11号」は承認された。続いて「三

教委報第12号」について事務局から説明願いたい。 

石原次長兼教育振興課長 14ページ三教委報第12号「令和５年度第４回市議会定例会に

提出の教育委員会関係議案に対する意見聴取に係る臨時代理の承認について」説明しま

す。令和５年６月13日に開会の令和５年第４回市議会定例会に提出の教育委員会関係議

案について，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定により市長から意

見を求められ，三原市教育委員会教育長に対する事務委任規則第４条の規定により，同

意する旨を回答することについて，臨時に代理したので，報告し承認を求めるものです。

提出の議案は，三原小学校長寿命化改修工事（建築主体工事）請負契約の締結について

です。 15，16ページには，市長から教育委員会への協議，教育委員会から市長への回答

の鑑文を掲載しています。17ページが議案になります。三原市議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により，次のとおり三原小学校長 

寿命化改修工事（建築主体工事）請負契約を締結することについて，議会の議決を求め 

たものです。工事名は，三原小学校長寿命化改修工事（建築主体工事）です。工事場所

は，三原市館町二丁目で，契約金額は，消費税及び地方消費税を含む２億8,725万4,000

円になります。履行期限は，令和７年３月３日までです。契約の相手方は，三原市皆実

四丁目８番６号にある株式会社セイムとなります。履行期限に関しましては，工期が20

か月程度かかりますので，２年で設定をしています。提案理由は，三原小学校長寿命化

改修工事（建築主体工事）は，予定価格が１億5,000万円以上であるため，議会の議決を

求めるものです。 

高橋委員 長寿命化工事について，順次行っているものと思われるが，終了の見通しは

いつ頃になるのか。 

石原次長兼教育振興課長 長寿命化改修工事は，学校を建てて，通常であればおおよそ

20年から25年で大きな改造をして50年程度で改築をするというのがサイクルでしたが，

この長寿命化というのは基本的には20年で予防改修，40年で長寿命化改修を行って長寿

命化し，60年でまた予防改修，80年で改築を行います。基本的には学校がある限りは，

継続していくものです。ただし，現状の長寿命化計画については，令和３年度から40年

間の計画を立てています。そのうち現時点では令和13年度までの対象工事を個別の計画

として計画しています。それ以降については，現状ではまだ建物が建築から40年未満の

ところになりますので，令和13年度に近づいたところでその先をまた計画していきます。

現在は，40年間の計画を立てていますので，一旦はその時点で終了になりますが，学校

が続く限り長寿命化は継続します。 

安原教育長 そのほか，何か質問や意見はあるか。 

（なし） 

安原教育長 以上で本件の審議を終わり，採決に移る。「三教委報第12号」について承

認することに異議はないか。 

（なし） 
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安原教育長 全員賛成と認める。よって「三教委報第12号」は承認された。 

それでは，ここから非公開にて審議する。 

 

（非公開案件審議後） 

 

安原教育長 以上で第７回定例教育委員会会議を終了する。 

16時50分 教育委員会会議終了 

傍聴者なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり会議の顚末を記載し，その旨相違ないことを証すため，ここに署名する。 
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署名                

 

 

 


